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6.2. イ 福島 で生 る ギ の放射性セシウム濃度の  

 

（ ） 的 

森林に した放射性 、 ギ の に する と たため、

福島第一原発事故直後の 2011 年度に ギの に る放射性セシウム濃度（

（ ） た の Cs-134 と Cs-137 の 計）の を したと 、 は 253 kBq/kg

で た（林野 2011a 文献 1、林野 2011b 文献 2、林野 2012

文献 3）。 期（11 月）の に る放射性セシウム濃度は 春に する ギ

の放射性セシウム濃度と 一で ると 定で るので、 の に る の放射

性セシウムの を とに、大 に した ギ を した に る放射線

（ ）を一定の の で推計する と で る。2011 年度の 結果

推計した結果（林野 2012 文献 3）では、 ギ を した の放射線

は、東 で ている放射線 （ 2017 文献 12）の 0.3 度で た。

た 期間 体の 計では、 に いて る年間放射線 （ 2017

文献 12）の 0.03 、 取に て 体 で る年間放射線 （ 2017

文献 12）の 0.06 、 X 線検 1 で る放射線 （ 2017 文献 12）

の 1 に た い で た。 

に て 体 る放射線 は福島 の 、 を に

の い関 を集めるため、2012 年度 ギ に る放射性セシウム濃度を

し、 に結果の 表を ている（林野 2013 文献 4、林野 2014

文献 5、林野 2015 文献 6、林野 2016 文献 7、林野 2017 文献

8、林野 2018 文献 9、林野 2019 文献 10、林野 2020 文献 11）。

での で、 ギ に ている放射性セシウム濃度は、 体としては年

する を示した。 度 は年を ごとに変化して 、2012 年度は 体として 年

度（2011 年度）の で していた 、 年度（2019 年度）は 年度（2018 年度）に

対して 8 で た（林野 2020 文献 11）。 た、 間線 い は の

放射性セシウム濃度 い た。 に、 と葉の放射性セシウム濃度に い

て比 したと 、2011 年度 2014 年度 では事故直後の葉（2011 年度 の葉）の濃

度 た 、事故直後の葉 た 2015 年度 は の濃度 葉の濃度

た。 年度は 年度に引 、 間線 の い を に 16 に いて ギ

に る放射性セシウム濃度の を した。 

 

（ ）  

事故直後（2011 年度）の （132 ）の 、2012 年度には福島 の

間線 いと いと で に する に を 31 定し、

ギ の放射性セシウム濃度を した。 の後、2016 年度 で、 の の 22 を



40 
 

して た。2017 年度は 22 の 2016 年度 で線 の た 16 に

を 、 6 は を 定し直した。 定し直した は、

（ ）の採取 （ Ⅱア）を て る 、 での 線 の い

を 定している。 年度は 2017 年度に 16 の 、1 に いては、

2019 年度の 19 に る で で たため として 定した 1

を対 として を た。 

ギ の採取は 2020 年 11 月に した。 の 期には の には 成

て に て 、 の放射性セシウム濃度は 春に する の濃度と

度で ると る（林野 2012 文献 3 ）。した て、 の 期の ギ

の放射性セシウム濃度を する とで、春に する の放射性セシウム濃度を

測する と で る。 

を採取する は、 ごとに対 を事 に 3～5 定して 、

に じて 3 度 採取する にした。採取 には、対 の林 の 1 に い

て 1m に る 間線 を NaI(Tl)シン レーシ ン ー イ ータで測定した。

間線 い は ー イ ータを用いた。 間線 の測定は、 年度と

じ とした。 

の採取に た ては は を用いて、 の を数 取 、

を し、 で い後 して、 用 とした。 

た、 16 の で 間線 比 的 い い に て 5

を 、 の 採取 の 1 を で、 の いた と 葉（ を ）

に 、 葉は 年葉（2020 年葉）、1 年葉（2019 年葉）、2 年葉（2018 年葉）と年 に

て、放射性セシウム濃度を測定した。 

は、 ルマ ウム 体検 に る ンマ線 ト トリ に 放射性セ

シウム濃度（Bq/kg）（Cs-134 と Cs-137 の 計）を測定した。 年度の測定 は、2021 年 2

月 1 を として した。Cs-134 濃度 検 の は、2011 年 3 月 15 の

Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の比を 1：1 とし（Buesseler et al., 2011 文献 13）、 的

期を用いた に 的 推定 、計 た Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の

比を用いて、 年 9 月 1 の Cs-137 濃度 Cs-134 濃度を推定した。 

 

（ ）結果 察 

年度の の 事故直後（2011 年度） ている 10 に いて、事

故直後（2011 年度）と 年度の 間線 の関 を図 6.2.-1 に示した。事故直後に 間線

た 、 年度の 間線 い た。 年度の は する

と事故直後（2011 年度）の 4 の 1 度に していた。 年度に対しては、 すると

9 度で た。 

 



41 
 

 

 

図 6.2.-1 （10 ）の 2011 年度と 2020 年度の 間線  

線は 1:1 の線を、 線は近似直線を示す 

 

 

事故直後（2011 年度） ている 10 に いて、事故直後（2011 年度）と 2020

年度の ギ の放射性セシウム濃度の関 を図 6.2.-2 に示した。2011 年度に の

放射性セシウム濃度 た 、 の後の年の濃度 いとい 関 年度

で め ていた 、 の は 年度 め た。 年度の ギ に る放射性

セシウム濃度は、 で事故直後の 1 度 で して 、 年度 の大

い と 、 ギ の放射性セシウム濃度は に し 定して ていると

た。 

年度（2020 年度） を採取した 16 に いて 間線 と の放射性セシウ

ム濃度の関 を図 6.2.-3 に示した。 間線 い で の放射性セシウム濃度

い は 年度 でと で た。 
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図 6.2.-2. （10 ）の 2011 年度と 2020 年度の ギ セシウム濃度 

 

 

図 6.2.-3 間線 と ギ の放射性セシウム濃度（2020 年度） 
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年 の 葉 の を採取した 5 での ギの の放射性セシウム濃度を図

6.2.-4 と 6.2.-5 に示した。 年 成 した結果、 年度採取した には事故直後の 2011 年

度 に作 た葉は ていた。 年度は の 、 には で

る の いてい た。 のため では 、 の放射性セシウム測定

を用いた。事故直後と 2 年の では葉 い 放射性セシウム濃度

る ていた 、 の葉 の放射性セシウム濃度は に て た

を示し、葉 に対 した は た。 た一 年 では の放射性セシ

ウム濃度は の で の葉 の葉 た。 年度は じ の での直 比

では い 、 の放射性セシウム濃度 葉 し いとは た。 

 

図 6.2.-4 5 の ギの の放射性セシウム濃度（ 1～2） 

の の数 は 2020 年度の 間線 （μSv/h）を示す。 は R1、H30 年度

と対 する 、H29 年度 の とは対 し い。 
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図 6.2.-5 5 の ギの の放射性セシウム濃度（ 3～5） 

の の数 は 2020 年度の 間線 （μSv/h）を示す。 は、R1、H30 年度

と対 する 、H29 年度 の とは対 し い。 
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度で る。 、2011 年度の 結果は東 で ている放射線 （ 2017
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1 で る放射線 のい の 1 に た い で 、 体 の は と いと

推察 る。  
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